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九州デジタルトランスフォーメーション研究会主催
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「九州オープンDXアカデミー」とは‥
デジタル時代、プロセスエコノミー時代の新しいオープンイノベーションの⽅法論、新しい学びのかたちを具体化 !!

誰でも受講可能 (オープン) かつオンラインで提供する “DX挑戦と学びの場オンライン” !!!

オンラインプラットフォーム
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DXチャレンジャー A社の
DXゼミ = “DX挑戦の場”

[2時間/週×8週オンライン開催]

DXチャレンジャーA社
[受講費無料]

“新規事業 by DX” を
壁打ちしながら創出

DXチャレンジャー A社の
DXゼミルーム = “DX学びの場”

[受講費有料 (10,000円*/⼈・ゼミルーム)]

DXチャレンジャーB社のDXゼミルーム

DXアドバイザー
DXゼミルームメイトDXゼミルームメイト

DXチャレンジャー C社のDXゼミルーム

DXゼミのライブ/
アーカイブ配信を
視聴して学習

DXゼミルーム内で
質疑応答/意⾒交換 ‥‥

KOIC 九州デジタルトランスフォーメーション研究会が今秋、
新事業「九州オープンDXアカデミー」を始動します!

*: 税別
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九州オープンDXアカデミーはこのような⽅々にお勧めです!

DXゼミルームメイトになると‥
「次は⾃分の番!」とDXを⾃分事化できます。

• DXゼミでのDXメンタリングをオンライン視聴すること
で、“新規事業 by DX” 創出法、 “DXで実現する事業経
営・会社経営” の⽅法論、および、DX実践法を⼀通り
学習。

• 「⾃社の⽂脈で “新規事業 by DX” を創出する」イメー
ジを獲得。独⾃にDXを実践、あるいは、九州オープン
DXアカデミーのDXチャレンジャーとしてDXに挑戦。

• DXチャレンジャーや他のDXゼミルームメイトとの交流
により、将来の共同事業者 (オープンイノベーション
のパートナー)、顧客、ビジネスパートナー、資⾦提
供者 (クラウドファンディングも含む) 、等々との接点
を獲得。

DXチャレンジャーになると‥
DXへの最初の⼀歩を踏み出すことができます。
• “DX成功請負⼈” として定評ある株式会社DXパート
ナーズのDXメンタリングを2時間/週×8週 = 計16時間、
無料でオンライン受講。

• DXメンタリングを受けることで、“DXで実現する新規
事業 (新規事業 by DX)” を創出し、試作品まで開発して
検証。当該事業のローンチへの道筋を確⽴。

• 同時に、“DXで実現する事業経営・会社経営” の⽅法論
とDX実践法を修得。

• DXゼミルームメイトとの交流により、将来の共同事業
者 (オープンイノベーションのパートナー)、顧客、ビ
ジネスパートナー、資⾦提供者 (クラウドファンディ
ングも含む)、等々との接点を獲得。

DX‥‥始めたいけど、どこからどう⼿をつけたらいいか分からない!
DXは “単なるデジタル化” ではないと⾔うけど、どうやればいいか分からない!

DXでスケールする新規事業を⽴ち上げたい、オープンイノベーションに挑戦したいが‥‥

DXチャレンジャー DXゼミルームメイト

オープンイノベーション
顧客関係

ビジネスパートナー
クラウドファンディング

:



Copyright © KOIC and DX Partners, Inc. All rights reserved. 4

タイプ 登録単位 登録費 サービス
アカデミーメンバー 個⼈ 無料 • Slackパブリックチャネルにて他のメンバーといつでも交流

受講者タイプ 受講単位 受講費 受講者タイプで異なるサービス 全受講者に共通するサービス
DXチャレンジャー 会社/チーム

[3〜5名程度]
無料 • 毎週2時間、株式会社DXパートナーズのDXア

ドバイザーないしゲストDXアドバイザーとの
DXゼミにて、DXメンタリングを8週にわたっ
てオンライン受講 (Zoom、Miro) [計16時間]

• その間に “DXで実現する新規事業 (新規事業 by 
DX)” を創出し、試作品まで開発して検証

• DXゼミでのDXメンタリングの様⼦をDXゼミ
ルーム内限定でオンライン配信 (Zoomでライ
ブ配信、YouTubeでアーカイブ配信)

• 同時開催の他のDXゼミルームにも無料で参加
可能

• Slackプライベートチャネ
ル (DXゼミルーム単位で設
置) 内でDXチャレンジャー、
DXアドバイザー、DXゼミ
ルームメイトといつでも
交流

• Slackパブリックチャネル
にてすべての本アカデ
ミー関係者、受講者と交
流可能

• その他、全受講者を対象
としたアドホックなサー
ビスも予定

DXゼミルームメイト 個⼈ 有料
(10,000円*/

⼈・ゼミルーム)

• 1つ以上のDXゼミを選択し、そのDXゼミルー
ムに参加

• 参加しているDXゼミルームにて、DXゼミの様
⼦をオンライン視聴 (Zoomでライブ配信、
YouTubeでアーカイブ配信) して学習

九州オープンDXアカデミーは、アカデミーメンバーおよび2タイプの受講者に
以下のサービスを提供します。

*: 税別
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未
挑
戦
企
業

DX成功企業「DXの科学®」に基づく “DXの旅” = “DX成功のための8つのステップ”

DX

ステップ
0

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

ステップ
4

ステップ
5

ステップ
6

ステップ
7

DX推進計画の実⾏

ビジネスプロセスの再構築

DX⼈材の育成

デジタルリソースの導⼊

組織改⾰

計測 & 学習

“新規事業 by DX” の実装 総合的顧客価値共創
プロセス

アジャイル問題解決プロセス

データ駆動型意思決定プロセス

DX⼈材

デジタルリソース

進化する組織

“新規事業 by 
DX” の創出

DX推進計画の
策定

サービスプロ
セスの設計

DX⼈材育成計
画の策定

出発準備

“DX成功への⼀丁⽬⼀番地!”

なぜ “新規事業 by DX” の創出か? それは “DX成功への⼀丁⽬⼀番地” だから!

「DXの科学®」は株式会社DXパートナーズの登録商標です。
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分析

仮説構築

仮説検証

分析

仮説構築

仮説検証

分析

仮説構築

仮説検証

企画

設計

試作

検証

DXビジネスモデルジェネレーションプロセス

顧客 顧客問題 課題 解決法 顧客価値

アジャイル問題解決プロセス

対象仮説
構築&検証

問題仮説
構築&検証

課題仮説
構築&検証

解決法仮説
構築&検証

価値
仮説検証

アジャイルループ アジャイルループ アジャイルループ アジャイルループ アジャイルループ

事業背景

前提仮説
構築&検証

アジャイルループ

分析

仮説構築

仮説検証

MVP構築

計測

学習

Day 1 Day 2 Day 3 Day 4 Day 5 Day 6 Day 7 Day 8

DXゼミでのDXメンタリングの流れは?
DXP開発のDXビジネスモデルジェネレーションの⽅法論で “新規事業 by DX” を創出します。
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村上和彰
株式会社DXパートナーズ

シニアパートナー & 代表取締役
国⽴⼤学法⼈九州⼤学 名誉教授
事業構想⼤学院⼤学 客員教授
京都⼤学博⼠ (⼯学)

1987年より九州⼤学にてコンピュータシステムアー
キテクチャの教育研究に従事、2015年末に早期退職。
その間、情報基盤研究開発センター⻑、情報統括本部
⻑、公益財団法⼈九州先端科学技術研究所副所⻑を歴
任。2016年2⽉に株式会社チームAIBODを創業、多く
の企業のAI導⼊、データ利活⽤、DXを⽀援。2020年
4⽉に株式会社DXパートナーズを創業。

道⼭淳児
株式会社DXパートナーズ

シニアパートナー & 取締役
公益財団法⼈九州先端科学技術研究所 特別研究員

1985年に松下電器株式会社 (現 パナソニック) に⼊社、
半導体メモリ、ニューロコンピューティング、画像圧
縮伸⻑処理LSIの研究開発に従事。2008年 デジタル家
電のプラットフォーム開発センター⻑、パナソニック
アドバンステクノロジー (株) 取締役、パナソニック
理事。2011年より本社R&D戦略室⻑・理事、産学連
携センター⻑、全社AI強化推進室⻑、パナソニックラ
ボラトリー福岡所⻑を歴任し、2020年5⽉に退職。
2020年6⽉より現職。

横⽥英史
株式会社DXパートナーズ

アドバイザリーパートナー
(⼀社) 組込みシステム技術協会 理事

1982年に川崎重⼯業に⼊社。1986年 ⽇経マグロウヒ
ル (現 ⽇経BP) に⼊社。1998年 BizIT (現 ⽇経クロス
テック) 創刊編集⻑、2001年 ⽇経コンピュータ編集
⻑、2011年 執⾏役員、2013年 ⽇経BPコンサルティ
ング取締役、2016年 ⽇経BPソリューションズ代表取
締役社⻑を歴任。その間、情報処理推進機構 (IPA) ソ
フトウェアエンジアリングセンターフェロー。2018
年11⽉に退職、ETラボ設⽴。2020年4⽉からDXパー
トナーズ アドバイザリーパートナーを兼務。

德永美紗
株式会社DXパートナーズ

アドバイザリーパートナー
Code for Fukuoka代表

九州⼤学⼤学院数理学府修了。10年以上、システム
エンジニアとして地場のIT企業に勤務。2020年7⽉に
独⽴、現在は⾃治体や企業向けのDX推進ワーク
ショップのファシリテーターやグラフィックレコー
ダーとして活動。2020年7⽉からDXパートナーズ ア
ドバイザリーパートナーを兼務。併せて、Code for
Fukuoka 代表として、社会課題の解決を⽬指して
ソーシャルデザイン活動を実施。

さらに、DXチャレンジャーの業種業態、業界に応じたゲストDXアドバイザーをお呼びすることも予定してます。

DX⽀援、新規事業創出の経験豊富な多彩なDXPのDXアドバイザー陣
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項⽬ 2021/10 2021/11 2021/12 2022/01 2022/02 2022/03 2022/04 2022/05 ‥

Slackパブリックチャネル開設 10/1-

アカデミーメンバー募集 10/1-

第1期 DXチャレンジャー募集 10/1-31

DXチャレンジャー公表 11/1

DXゼミルームメイト募集 11/1- -2/28

DXゼミ実施&ライブ配信 4回実施 4回実施

DXゼミアーカイブ配信 第1回終了後 -2/28

DXゼミルーム@Slack開設 12/1-

第2期* DXチャレンジャー募集 12/1-31

DXチャレンジャー公表 1/1

DXゼミルームメイト募集 1/1- -4/30

DXゼミ実施&ライブ配信 4回実施 4回実施

DXゼミアーカイブ配信 第1回終了後 -4/30

DXゼミルーム@Slack開設 2/1-

第3期* DXチャレンジャー募集 2/1-28

DXチャレンジャー公表 3/1

DXゼミルームメイト募集 3/1- -6/30

DXゼミ実施&ライブ配信 4回実施 4回実施

DXゼミアーカイブ配信 第1回終了後 -6/30

DXゼミルーム@Slack開設 4/1-

: :

*: 第2期以降は予定であり、実施が決まっているものではありません。

DXゼミ開講およびDXゼミルーム開設スケジュール
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2021年10⽉1⽇
DXチャレンジャー募集開始

DXチャレンジャー募集の流れ
定員: 2社ないしチーム

DXゼミルームメイト募集の流れ
DXゼミルーム当りの定員: 200名 [先着順]

DXチャレンジャーに応募

ヒアリング

2021年10⽉31⽇までに採択通知

2021年12⽉1⽇DXゼミ開始

2022年1⽉31⽇DXゼミ修了

2021年11⽉1⽇
DXチャレンジャーを公表の上、
DXゼミルームメイト募集開始

DXゼミ×1/2ゼミ申込

受講費納付 [10,000円/20,000円*]

DXゼミルームメイト受⼊通知

まず、第1期で、DXゼミを2ゼミ開講します。
DXチャレンジャー2社とDXゼミルームメイトのべ400名を募集します!

*: 税別
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プロセス

アウトプットエコノミー
アウトプットを売る!

プロセスエコノミー
プロセスを売る!!!
[アウトプットも売れる]

アウトプット マーケットプロセスも売る!!

アウトプットを売る!

プロセスも売る!!
プロセスを売る!!!

顧客事業者

顧客起点、顧客価値起
点での事業設計

事業者起点、“事業者の
WHY” 起点での事業設計

プロダクトアウト

マーケットイン

プロセス共感・共創

参考資料
九州オープンDXアカデミーのベースとなったアイデア = “プロセスエコノミー”


